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■期日：令和８年５月30日�～31日�

■会場：札幌コンベンションセンター（札幌市白石区東札幌６条１丁目）

■参画部会（予定）

・北海道薬剤師会 ・全国薬学技術公務員協会北海道支部

・北海道病院薬剤師会 ・北海道女性薬剤師会

・日本薬学会北海道支部 ・北海道学校薬剤師会

・日本社会薬学会北海道支部 ・北海道救急医学会薬剤師部会

■主な内容（予定）：

・大会特別企画

・大会特別講演

・各参画部会での研修会等

・ポスター発表 他

・ランチョンセミナー

・スイーツセミナー

・医療安全セミナー

・アフタヌーンレクチャー

・写真展

・医療機器等展示会

■参加費：一般 事前参加登録（3/3午後～5/8）7,000円

直前参加登録（5/9～5/29） 8,000円

当日参加登録（5/30～5/31） 9,000円

学 生（3/3午後～5/31） 500円

※社会人学生は、一般参加者となります。

※事前参加登録のみ、銀行振込（5/13迄）対応いたします。

※当日参加登録のみ、当日現金対応を予定しております。

■ホームページ：https://www.c-linkage.co.jp/yakugakutaikai73/

■研修受講単位交付（予定）：・日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度（PECS）

・日本病院薬剤師会病院薬学認定薬剤師制度（HOPESS）

※大会１日ずつ単位の交付

※学生は、受講単位交付対象外です。

■各部会の開催内容については、所属部会にお問い合わせください。

運営：大会組織委員会を設置し、その下の実行委員会と道薬事務局が運営を担当します。

大会事務局：一般社団法人北海道薬剤師会 〒062-8631 札幌市豊平区平岸１条８丁目５－12

電話：011-811-0184 FAX：011-831-2412 Email：do-yakugakutaikai@doyaku.or.jp

概 要（予定）

第73回北海道薬学大会においては、昨年に引き続き札幌コンベンションセン

ターにて開催いたします。

大会内容等の詳細は、５・６月号の道薬誌・ホームページにて随時、お知ら

せを予定しております。

予告
〈4〉

令和８年３月23日現在
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１日目：５月30日�

大会特別企画

大会特別講演

北海道病院薬剤師会総会

日本生薬学会北海道支部総会・例会

日本薬学会北海道支部総会・例会

全国薬学技術公務員協会北海道支部・同行政薬剤師部会総会・特別講演

北海道救急医学会薬剤師部会シンポジウム

スイーツセミナー

写真展

医療機器等展示会

２日目：５月31日�

ポスター発表

ランチョンセミナー

医療安全セミナー

アフタヌーンレクチャー

北海道病院薬剤師会特別講演・会員研究口頭発表・シンポジウム

日本社会薬学会北海道支部総会・特別講演会

北海道女性薬剤師会特別講演会

北海道薬剤師会薬局部会

北海道薬剤師会学薬部会

次世代薬剤師研修会

北海道薬剤師会総務・会員委員会企画研修会

写真展

医療機器等展示会

※各部会の詳細については、所属部会にお問い合わせください。

日 時：５月30日（土） 15：45～16：45

会 場：１階 大ホールC

講 師：料理人 下 國 伸 氏

司 会：タレント・管理栄養士 大 野 ユリエ 氏

『下國シェフに学ぶ初夏を美味しく彩るレシピの極意（仮）』

☆大会特別企画

道薬誌  Vol.  43    No. 4 （2026）

－48－



R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

☆医療安全セミナー

日 時：５月31日（日） 10：00～11：30

会 場：１階 大ホールC

講 師：JMP法律事務所 薬事・ヘルスケア・医療グループ代表 赤羽根 秀 宜 氏

『医療安全にかかる法的知識～調剤過誤、カスハラ、薬機法改正等～

☆アフタヌーンレクチャー

日 時：５月31日（日） 13：30～15：00（予定）

会 場：１階 大ホールC

講 師：株式会社北海道医療情報サービス コンサルティング事業部
接遇グループ 課長 接遇インストラクター 村 田 信 子 氏

『接遇視点で考える、対人援助職のクレーム・カスハラ対策』

☆ポスター発表

・会 場：１階 大ホールA・B

・掲 示：大会２日目 ９：30～15：30

・示 説：（奇数番号） 13：30～14：30

（偶数番号） 14：30～15：30

・ポスター掲示の準備は、前日（大会１日目）の午後から可能です。

・発表の申込みは所属部会へ直接お申込みください。

・ポスター掲示用ボード：W（横）90㎝×H（縦）210㎝

☆医療機器等展示会出展

・会 場：１階 大ホールA・B

・日 時：５月30日（土） 12：00～17：30

５月31日（日） ９：00～16：00

日 時：５月30日（土） 17：00～18：00

会 場：１階 大ホールC

講 師：KKR医療センター診療部次長・感染制御部部長・医療安全副部長
福 家 聡 氏

『薬剤師の力で呼吸器疾患患者さんを苦しみから解放しよう！』

☆大会特別講演
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☆託児室の開設

お子様を同伴される参加者のために、大会期間中会場内に託児室を設置します。

事前予約制となっておりますので詳細は、大会ホームページまたは、P54にてご

確認下さい。

☆スイーツセミナー 【共催】株式会社なの花北海道

日 時：５月30日（土） 13：30～14：50（予定）

会 場：２階 204室

定 員：薬剤師：最大30名、学生：最大50名

薬剤師免許を取得して社会人として働くことはゴールではなく、「薬の専門

家」として社会に貢献していくためのスタートラインに過ぎません。薬剤師と

して活躍していく為に更に「深い専門性」を持つことは自身の武器となり、や

りがいにも繋がります。皆さんは自分の興味のある分野、得意な分野は有りま

すか？「得意」を「専門性」に高めるために専門資格を取得し、日々の業務に

活かすことで、より質の高い医療サービスの提供が可能となるのです。

今回は、「外来がん治療専門薬剤師」「漢方薬・生薬認定薬剤師」「腎臓病薬

物療法認定薬剤師」「心不全療養指導士」の４つの専門資格をお持ちの薬剤師

に、資格取得を目指したきっかけ、取得するまでの道のり、取得後の活動につ

いてご講演いただきます。「何を専門にするか」を決めるのは、あなた自身の

「興味」と「情熱」です。今回のセミナーが、あなたの「専門性」を磨くきっ

かけになればと思います。

テーマ：「専門薬剤師のススメ～専門資格が拓くキャリアパスと実践～」

※傍聴者としての申込み・当日の入室はできません。

※定員になりました。

☆大会懇親会

日 時：５月30日（土） 18：00～20：00（予定）

北海道薬剤師会主催の交流会を予定しております。

当日ご参加の皆さまが、気軽に語り合える場になればと考えております。

日頃なかなか顔を合わせる機会の少ない方々とも交流を深めていただければ幸いです。

詳細は決まり次第、道薬誌および大会ホームページ等でお知らせいたします。
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☆北海道薬剤師会 総務・会員委員会 企画研修会

日 時：５月31日（日） ９：00～11：15（予定）

会 場：１階 107室＋108室

定 員：学生・薬剤師 60名（先着順） ※当日参加 応相談

テーマ：「さまざまなシーンで役に立つ！コミュニケーションを知るヒント」
北海道薬剤師会 理事 伊 藤 亮 人 氏

★自分を知る：自分のコミュニケーションスタイルを発見！
★相手を知る：他の人のスタイルを理解し、尊重する方法を学びます。
★違いを活かす：スタイルを理解した上で、具体的なコミュニケーションの

取り方を学びます。
★グループワーク：実際に体験することで、理解を深めます。
薬薬学学生生ののみみななささんんににはは臨臨床床現現場場にに出出るる前前のの準準備備ととししてて、、
薬薬剤剤師師ののみみななささんんににはは日日々々のの業業務務ややチチーームム連連携携ににいいかかせせるる内内容容でですす。。

申込みフォーム

※参加受付は、QRコードよりお申込みください。

※定員に達した場合は、締切りさせていただきます。（当日参加 応相談）

※第73回北海道薬学大会に事前参加登録されている方が対象です。

※50歳未満の薬剤師と薬学生を対象として定員50名（薬学生10名）

※参加受付は、5/15までにQRコードより申込みください。

※定員に達した場合は、締切りさせていただきます。

※第73回北海道薬学大会に事前参加登録されている方が対象です。

詳細は、決定次第道薬誌・大会ホームページ等でお知らせします。

近年、がん患者の増加に伴い、薬剤師による適切な薬物療法管理・指導の重要性
が高まっています。本研修会では、50歳未満の次世代薬剤師や薬学生を対象に、
がん患者のフォローアップに必要な知識・スキルを習得し、地域医療の中核とな
る薬剤師を育成することを目的としています。講義だけでなく、グループワークや
事例検討を通して、実践的なスキルを習得できる点が特徴です。次世代薬剤師同
士や薬学生との交流も深めることができます。将来、地域医療の中核となる皆様
にとって、必ず役立つ研修会です。皆様のエントリーを心よりお待ちしております！

☆次世代薬剤師研修会

日 時：５月31日（日） 13：40～15：45

会 場：１階 107室＋108室

定 員：薬剤師 50名（薬学生10名）

テーマ：地域医療を担う次世代薬剤師のためのスキルアップ研修会
～がんの症例で学ぶ病院・薬局薬剤師の連携ポイント～

講演１ 薬薬連携の「形」を「価値」に変える～現場の困りごとから始める第一歩～

小�市立病院 薬剤部 主査 伊佐治 麻里子 先生

講演２ 「外来がん患者支援における薬局薬剤師の役割と薬薬連携」

滝川市立病院 薬剤部 薬剤課 鈴 木 生 先生

申込みフォーム
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＜共催企業＞

大塚製薬株式会社

『女性に多い疾患に対するセルフメディケーション

～サプリメントとしてのエクオールについて～』

大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズグループ

フェロー 内 山 成 人 氏

『更年期以降女性の指関節痛に対する

エクオールの臨床的意義－実臨床40例の検討から－』

片山整形外科リウマチ科クリニック 院長 片 山 耕 氏

セルトリオン・ヘルスケア・ジャパン株式会社

『関節リウマチ診療における薬剤師の役割と実践

－薬物療法支援と地域連携の視点から－』

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 薬剤部 大音師 澄 子 氏

株式会社ツムラ

『薬剤師がサポートする漢方マネジメント最適解

～ウィメンズヘルスの視点から～』

北海道大学病院 婦人科 講師 小 林 範 子 氏

日本イーライリリー株式会社

『HR陽性HER2陰性進行再発乳がんの治療と病薬連携の話題』

北海道大学病院 乳腺外科 診療准教授 細 田 充 主 氏

☆ランチョンセミナー

日 時：５月31日（日） 12：10～13：00（予定）

ランチョンセミナー整理券を31日（日）８：45（予定）より、１階エントランスホール

内で配付いたします。整理券は、なくなり次第終了とします。

道薬誌  Vol.  43    No. 4 （2026）

－52－



R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

■研修受講単位交付（予定）：下記２つの制度のいずれかの単位取得が可能です。

※各制度で受取方法が異なりますので、時刻と会場をご確認ください。

※単位数が変わることがあります。

※学生は、受講単位交付対象外です。

�日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度（PECS）単位�＊単位申請中
・事前登録（受付）は行いません、当日QRコードでの入場、退場の受付時刻で管理します。

・受付システム稼働時間は、下記の通りとなりますので研修単位を希望する参加者は、時間厳守

でお願いいたします。（受付時間を少しでも過ぎた場合は受付できません）

・受付開始・終了間際の時間は混雑が予想されますので、時間に余裕をもって受付してください。

受付時刻・会場 正面・西側出入口付近のエントランス内 ２箇所

※注意：大会当日、事前に日本薬剤師研修センターのPECSサイトにログインし、

薬剤師メニューにある個人を特定するためのQRコードを印刷し、持参ください。

QRコードは、スマートフォン等の通信機器でも表示が可能ですが、読み取り機で読

み込み出来ない場合も有りますので、できるだけQRコードを印刷して持参ください。

�日本病院薬剤師会 病院薬学認定薬剤師制度（HOPESS） 単位�

・参加登録時に、研修単位の希望にチェックしてください。

（今年度から引換券はありません。参加証にHOPESS取得希望と記載されます。）

・１週間前を目途に日病薬クラウド型会員管理システム（シクミネット）にログインし、システム

用メールアドレスがメール受信可能なメールアドレスが設定されていること、薬剤師登録番号

（免許番号）が登録されていること（「*******」と表示されている場合は番号が登録されていませ

ん、特に新卒の薬剤師の方は番号が交付されましたら速やかに登録をお願いします）

・キーワードは以下の日時・場所で発表します。回答期限はHOPESSの規則に従い、翌日の23：

59までとなっています。

・その日のキーワードが２つ揃ったら、キーワード回答用URLにアクセスし、氏名、所属、参

加証に記載の受付番号（例：R0123）ならびに薬剤師登録番号（免許番号）（日病薬会員番号では

ありません！）を登録してください。

・単位の付与は、事務局で出席確認が終了し、実施報告を完了した時点となります。

終了後、３～４週間後お時間をいただきます。

・HOPESSの単位取得に関するお問い合わせは北病薬事務局までお願いします。

５月30日（土）２単位 入場確認：13：15～ 14：15 退場確認：18：00～ 18：45

５月31日（日）３単位 入場確認：９：00～ ９：30 退場確認：15：00～ 16：00

配付時刻・会場 ２階「206室」

５月30日（土） ２単位予定（領域なし）

キーワード① 掲示時間 13：00～14：00

※支部・理事合同会議の際にも掲示します。

キーワード② 掲示時間 17：30～18：30

※キーワード回答〆切は、５月31日（日）23：59まで。

５月31日（日） ３単位予定（領域なし）

キーワード③ 掲示時間 9：00～10：00

※北病薬会員発表会場（特別会議場）でも掲示します。

キーワード④ 掲示時間 15：00～16：15

※キーワード回答〆切は、６月１日（月）23：59まで。
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☆託児室のご案内

多くの方に参加していただくため、大会期間中会場内に託児室を設置しますが、事前

予約制のため、ご希望の方は、４月27日までに必要事項をメールまたは、FAXにてお申

込みください。申込み期日までに利用者がいない場合は、託児室の設置はございません。

対象年齢：０歳児 ～ 12歳児

開設時間：５月30日（土） 13：00～18：30

５月31日（日） ８：45～16：00

開設場所：札幌コンベンションセンター内

利 用 料：０・１歳児 １日１人 2,200円（内消費税10％税込200円）

２歳児以上 １日１人 1,100円（内消費税10％税込100円）

※利用料の中には、賠償責任保険、損害保険加入も含まれております。

【申込方法】

１．必要事項をメール（do-yakugakutaikai@doyaku.or.jp）または、FAX（011-831-2412）に

てお申込みください。（４月27日まで）

２．申込み確認後、お手続きに必要な次の書類を送付いたします。

「託児室申込書」、「託児室同意書」、「グループ保険」、「保護者の方へのお願い」等

３．利用料のお支払いについては、大会当日総合受付でのお支払いとなります。

ご不明なことがございましたら、大会事務局までご連絡ください。

◆お申込者（保護者）氏名 利用人数

◆送付先住所（ 自宅 ・ 勤務先 ）

〒

TEL：

◆託児室利用日希望日・人数 人 年齢 歳 ヵ月 ・ 歳 ヵ月

■運営：大会組織委員会を設置し、その下の実行委員会と道薬事務局が運営をし、当日保育

は、「特定非営利活動法人北海道子育て支援ワーカーズ」に委託します。

大会事務局：一般社団法人北海道薬剤師会 事務局

TEL：011-811-0184FAX：011-831-2412Email：do-yakugakutaikai@doyaku.or.jp

保育担当：NPO法人 北海道子育て支援ワーカーズ 札幌市西区二十四軒１条６丁目６－３

TEL：011-632-5180 FAX：011-632-5181 URL：https://h-kosodate.sakura.ne.jp/

５月30日（土） 時間： ： ～ ：

５月31日（日） 時間： ： ～ ：

連絡事項
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第72回大会に引き続きエントランスでの展示を行うことといたしましたのでぜひ、下記の募集

内容・方法等をご参照の上、応募をお待ちしております。

また、ご提供いただきました写真の一部につきまして、次回の大会ホームページ・プログラム

表紙等で使用させていただくこともございますことをご了承のほどお願いいたします。

◆募集内容：テーマは自由

◆募集作品数：１人２作品まで

◆募集規程：サイズ2000ピクセル×3000ピクセル。

モノクロ・カラーいずれも可。デジタル画出のみとします。

◆申込方法：北海道薬学大会事務局 写真展係に、必要事項（作品タイトル、氏名、支部、

勤務先、住所、連絡先）を、記載の上、作品と提出してください。

★電子メールでの提出：編集委員会（doyakushi@doyaku.or.jp）に、

件名「第73回北海道薬学大会写真展」として、提出してください。

★郵送での提出：電子媒体（USB・CD-R）にて、下記のお問い合わせ先に郵送し

てください。

◆申込締切：令和８年４月15日（水）必着

◆注意事項：作品の内容が当写真展の趣旨にそぐわないと判断した場合は、主催者は何ら通

知を行わず審査の対象外とする場合がございます。

★会員本人が撮影し、すべての著作権を有しているものに限ります。

又、被写体のプライバシーや肖像画権には十分にご留意ください。

★出力いたしました作品につきましては、アンケートにお答えしたいただいた方

へ抽選で送付させていただきます。

★郵送にて提出されました電子媒体（USB・CD-R）につきましては、返却いたし

ません。

お問い合せ先：北海道薬学大会事務局：写真展係

〒062－8631 札幌市豊平区平岸１条８丁目５－12

電話：011-811-0184 FAX：011-831-2412

☆第73回北海道薬学大会「写真展」会員作品募集
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■駐車場■

� 札幌コンベンションセンターの駐車場は下記地図のとおりです。

会場周辺は駐車禁止となっておりますので、路上駐車は禁止です。

� 駐車料金

・普通自動車（軽四輪車、小型特殊車両含む） 30分ごとに100円

・大型自動車（マイクロバス・大型特殊車両含むなど） 30分ごとに250円

� 駐車可能台数：夏季

・第１駐車場 62台（障がい者用３台含む） ・第２駐車場 128台

・第３立体駐車場 280台（障がい者用３台含む）

第73回北海道薬学大会

東札幌駅から札幌コンベンションセンターまで
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